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シンボルマークは、豊かさを表す打出の小槌と

正しさを表す天秤を組み合わせています。 
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【経営理念】 

私たちは豊かになる智慧を広め、 

日本の繁栄に貢献する企業を 

増やし続けます。 

世の中を幸せな笑顔で満たします。 
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【行動指針】 

 
 

  

1. 心を豊かにし、富を引き寄せる 

 

2. プロフェッショナルとしての力を身につける 

 

3. チームの力を合わせて、最大の成果をあげる 
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＜心を豊かにし、富を引き寄せるための４箇条＞ 

 

1) 明るく、積極的に生きること 

2) お客様・仲間の成功を祝福する習慣を身につけること 

3) 勤勉に働くこと 

4) 多くの人への愛ゆえに 富を求めること 
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＜プロフェッショナルになるための４箇条＞ 

 

1) 時間を守ること 遅刻をしないこと 

2) 健康面の配慮を万全にすること 

3) 成果をあげる習慣を身につけること 

(1) 凡事徹底を心がけること。 

基本的で当たり前のことを飽きずに繰り返すことがプロへの道。 

(2) 良い仕事はスピードが命である。早いと勝つし、遅いと負ける。 

(3) ミスのない仕事をすること。 

詰めの甘い仕事をする人は他人の時間泥棒である。 

(4) 常に何の仕事をなすべきか、 

どの順序でなすべきかを考える習慣を身につけること。 

4) 誠実で、正直な仕事をすること 
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＜チームの力を合わせて成果を最大にするための４箇条＞ 

 

1) 常に仲間を思いやり、丁寧な態度で接すること 

2) 報・連・相を密にしてチーム一体となった仕事をすること 

（１） 報告：上司に対して必要な情報を伝えることです。 

特に悪い情報ほど速やかに報告することが大事です。 

（２） 連絡：必要な情報を関係者全員で共有することです。 

（３） 相談：困ったことがあったら遠慮せずに相談しましょう。 

 

3)良い仕事をするための提案や意見は 積極的に伝えること 

4)仕事で得た知識・経験を仲間と共有すること 

仕事をマニュアル化・体系化できるともっと良い 
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【行動指針）解説 

 

1. 心を豊かにし、富を引き寄せるための４箇条 

私たちは「豊かになる智慧を広める仕事」をしています。 

良い仕事をするために、まず私たち自身が 心を豊かにして、富を引き寄せる人

になっていきましょう。 

 

1) 明るく、積極的に生きること 

明るく積極的に考え、明るく積極的な言葉を使うことを習慣にして頂きたい

と思います。人生を明るく豊かなものにしたければ、心の方向性を定めるこ

とが大事だからです。 

みなさんには「未来は明るい」と信じ切って頂きたいのです。 

人は常日頃考えている通りの人生を歩むことになります。明るく積極的な考

え、言葉を習慣にする鍛錬を続けることで、さまざまな逆境をも必ず乗り越

えることができ、実際に明るい未来を拓くことができるのです。 

 

2) お客様、仲間の成功を祝福すること 

他の人の幸福や成功は、あなたの不幸や失敗を意味しません。 

むしろ、他の人の成功を祝福する心を持つことで、あなたは成功を肯定する

ことになり、成功に近づくことが出来るのです。 

また、人は自分のことを褒めてくれる人を好みます。そのような人は、成功

者とも容易に親しくなり、愛される人になることができるのです。それは、

あなたが少しずつ彼らに近づいていることを意味します。 
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3) 勤勉に働くこと 

勤勉とは「世の中を幸せな笑顔で満たすために、真面目に、熱心に働く」と

いうことです。 

もちろん、勤勉に働くのは努力感を伴います。しかし、あなたが本気で、

「仕事を通じて、日本の繁栄に貢献する企業を増やし続けたい。世の中を幸

せな笑顔で満たしたい」と願うなら、エネルギーが湧いてきます。それが心

の豊かさなのです。心が豊かになると勤勉に働くことが楽しくなります。そ

して、繁栄を実現することができるのです。 

 

4) 多くの人への愛ゆえに 富を求めること。 

「自分が一日を生きるために、いったい、どれだけの人の手がかかっている

か」と考えてみると、万の単位を遥かに超えるでしょう。それだけ大勢の人

の努力と汗があって、きょう一日、自分が生かされているのです。 

このように、私たちは多くの人たちからたくさんの愛を与えられていること

に気づいてほしいのです。そして、多くを与えられていることに気づいたな

らば、感謝を深めることが大切です。 

感謝が深まると、必ず「“おかえし” をしたい」という気持ちが生まれま

す。そうすると、「本当の幸せとは、多くの人を幸せにすること」であると

気づきます。 

まず、仕事を通じて多くの人々を幸福にしてください。そうすれば、あなた

は幸せになり、豊かになるでしょう。 

また 現代社会においては、多くの人に幸せになっていただくために、富の

力が必要です。ですから、あなたが得た富を 多くの人々を幸福にするため

に使おうとしてください。より多くの人を幸福にするために、積極的に富を

求めてください。豊かになることを望んでください。そうすれば富は無限に

流入し、循環するでしょう。 
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2. プロフェッショナルになるための４箇条 

私たちは、「豊かになる智慧を広める仕事」のプロフェッショナルを目指してい

ます。そして プロフェッショナルになるためには、常に質の高い仕事を提供す

る実力が必要です。また、プロフェッショナルはどんなに忙しくても 心平らか

に仕事を進める力を持っています。 

毎日毎日、 質の高い仕事を 平静心をもって遂行できる プロフェッショナルを

目指していきましょう。 

 

1) 時間を守ること 遅刻をしないこと 

常に時間を守る人は他人の信用を得ることが出来ます。すべての人に一日

24 時間が平等に与えられています。時間は、お金以上に有限で貴重な資源

です。人の人生は、時間によって出来ています。ですから時間を守るという

ことは、自分と相手の人生を大切にすることを意味します。 

仕事を始める時間、終える時間、自分の使える時間を意識して、その中で成

果を上げるために創意工夫を重ねるのがプロフェッショナルの仕事です。 

 

2) 健康面の配慮を万全にすること 

プロフェッショナルとして常に質の高い仕事をするためには、健康であるこ

とが必要です。健康であるために、「良い栄養」「十分な休養」「十二分な運

動」を心がけてください。 

仕事が忙しく、無理をしてしまうと、パフォーマンスが下がったり、やる気

がなくなったり、ミスが多くなったりすることがあります。その場合には、

一度立ち止まって体調を整える工夫をしてみてください。「食事が偏よって

いないか」「睡眠不足になってないか」「運動不足になっていないか」をチェ

ックしてバランスを取り戻しましょう。 
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3) 成果を上げる習慣を身に付けること 

毎日の仕事の中で、以下の４つの項目を身に着けるよう努力してください。

そうすれば、あなたの仕事の成果は格段にあがり、自他ともに認めるプロフ

ェッショナルへと成長するでしょう。 

(1) 凡事徹底を心がけること。 

基本的で当たり前のことを飽きずに繰り返すことがプロへの道。 

(2) 良い仕事はスピードが命である。早いと勝つし、遅いと負ける。 

(3) ミスのない仕事をすること。 

詰めの甘い仕事をする人は他人の時間泥棒である。 

(4) 常に何の仕事を為すべきか どの順序で為すべきかを考える習慣を身に

着けること。 

 

4) 誠実で、正直な仕事をすること。 

誠実で、正直な仕事をすることは、プロフェッショナルとしてお客様や仲間

の信頼を得るために とても大切なことです。 

たとえば、あなたが心の中で考えていることを他の人に見られたとしても

堂々としていられるような、嘘のない正直な心で仕事をしてください。  

そして、ミスをした時には、素直に反省し、お客様や仲間に対して 率直に

謝りましょう。 

 もちろん、税務知識を脱税幇助に使うことなど、知識を悪用することは 

厳禁です。 
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3. チームの力を合わせて成果を最大にするための４箇条 

私たちは「豊かになる智慧」を広めるために、チームの力を合わせて、より多

くの 仕事をしていきたいと思っています。 

世の中を幸せな笑顔で満たすために、相集いて力を合わせ チームワークで成果

を最大にしていきましょう。 

 

1) 常に仲間を思いやり、丁寧な態度で接すること 
 

＜思いやりのあるコミュニケーションのとり方＞ 

(1) 相手の話に耳を傾けること 

(2) 相手の話を理解するために 的確な質問をすること 

(3) 相手の立場を理解し 共感すること 

(4) 相手と共に 真のニーズを満たす方法を考えること 

 

「思いやりのある丁寧な態度」からは「あなたを尊重していますよ」という

メッセージが伝わります。乱暴な言葉遣いや態度で接すると、相手は「見下

されている、脅かされている」と感じます。すると仲間同士の間に、誤解、

疑念、不信感という “溝” が出来てしまいます。 

丁寧に接すると「時間がかかり、仕事のスピードが落ちる」と感じるかもし

れません。しかし、実際はその逆なのです。丁寧な言葉を使い、態度を取る

と、仲間としっかりジョイントでき、よいチームワークが生まれます。そう

すれば一人の力が 2 倍にも 3 倍になります。すると結果的にスピードが上

がるのです。 

自分軸ではなく「相手にとってどうか」という視点に立った上で、相手の気

持ちや反応を考えて自分の言葉と行動をコントロールする力を身につけてほ

しいと思います。 
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2) 報･連･相を密にして チームが一体となった仕事をすること 

(1) 報告（縦のライン）：上司に対して必要な情報を伝えることです。特に

悪い情報ほど速やかに報告することが大事です。 

(2) 連絡（関係者全員の円）：必要な情報を関係者全員に共有することです 

(3) 相談：困ったことがあったら遠慮せずに相談しましょう。 

 

3) 良い仕事をするための提案や意見は 積極的に伝えること 

良い仕事をしようと思って 日々仕事に取り組む人は、「改善点」や「アイデ

ア」を見つけることが出来ます。ですから 「改善点」や「アイデア」を思

いついたら、提案や意見として積極的に伝えてみてください。所員全員の衆

知を集めることでより高い付加価値を生み出すことができるのです。 

 

4) 仕事で得た知識・経験を仲間と共有すること。仕事をマニュアル化・体系化

できるともっとよい。 

成功する人ほど私欲が少なく、自分の培った知識や経験を共有し、他の人を

引き上げることを ためらわないものです。 

「一人でやるよりも、みんなにやり方を教えたほうが全体で良い仕事ができ

る」と考えて知識を共有できる人は責任の範囲が広い人です。 

具体的には、仕事が形になってきたら、その都度マニュアル化・体系化する

ことを 仕事に組み入れて頂きたいと思います。また、自分が去った後にも

会社の財産として残る仕事ができれば、あなたの器はさらに大きくなるでし

ょう。 


